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令和３年度事業経過報告 

(令和３年４月１日～令和４年３月３１日) 

 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大が繰り返され、緊急事態宣言、

まん延防止等重点措置の発令により、在宅勤務、不要不急の外出制限、飲食業界

の休業や市内にあっては島外への往来自粛など水産物加工販売を生業とする商

社にとりましては厳しい年となりました。 

このような社会情勢の中、令和３年度の事業計画に基づき経営基盤の強化、業

務の効率化、人材育成の重点課題に取り組みました。経営基盤の強化については

主要原料の確保に努め、漁協と連携したことで剣先いかの仕入れができ、安定的

な売上の確保に繋がりました。業務の効率化については、小あじの加工時間の大

幅な短縮により、人件費など経費の削減ができました。その結果、作業工程が午

前中で完了し、午後から別の加工作業が可能となりました。また、人材育成につ

いては２０代、４０代の次代を担う職員を採用することができました。 

経営状況につきましては、主力商品のあなご、あじ、剣先いかの原料の確保が

安定してできたことで売上を確保することができました。中でも剣先いかにあっ

ては従来の一夜干し商品に加え、一本凍結の製造販売が令和２年度を大きく上回

る結果となり、目標額の１２０，０００千円には達しませんでしたが、令和２年

度の実績１０５，６２０千円を３．２％上回る１０９，０３４千円を売り上げる

ことが出来ました。 

令和３年度は純利益６，５７４，０９０円となったことを報告いたします。 

 

対馬地域商社事業内訳は次のとおりです。 

 

【原料仕入】 

 

主要原料のあなご、あじ、剣先いかの仕入実績ですが、あなごは在庫調整を行

いながら令和２年度の６，２２５ｋｇに対し６３．９％増の１０，２０２ｋｇを

仕入れております。あじは需要の状況を見据え、前年度の在庫もあったことから

令和２年度の２２，９１５ｋｇに対し１２．９％減の１９，９６５ｋｇの仕入に

-1-



とどめております。剣先いかは地元漁協との連携により、一本凍結の仕入・販売

が本格的にできたことで、令和２年度７５，８８３匹に対して９０．０％増の１

４４，１９１匹を仕入れております。 

 

主要原料の仕入状況は次のとおりです。 
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
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原 料 別 仕 入 推 移 状 況 （ あ な ご ） 単位：kg
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原 料 別 仕 入 推 移 状 況 （ あ じ ） 単位：kg
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【売上状況】 

 

売上状況は、加工作業の効率化に努め生産コストの削減による利益幅の改善や

主要原料の確保に努め、得意先への販売強化を行ってまいりました。 

コロナ禍の影響でライフスタイルが変化し、インターネット販売やカタログ通

信販売等の宅配サービスでの需要が高まる中で売上を確保することができまし

た。また、剣先いかの安定した原料確保ができたことで一本凍結の販売が大幅に

増え、本年度の売上高は１０９，０３４千円で対前年度比１０３．２％という結

果になりました。 

 

①加工場製造販売      ８７，３９８千円 前年度対比 １０６．８％ 

②ギフトふるさと納税業務   ８，７１６千円 前年度対比  ８６．１％ 

③とよたま物産店      １２，９２０千円 前年度対比  ９４．４％ 

 

年度別売上状況及び主要原料のあなご、あじ、剣先いかの魚種別売上状況は次

のとおりです。 
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

59,997 68,095 

11,470 

75,883 

144,191 

原 料 別 仕 入 推 移 状 況 （ 剣 先 い か ） 単位：匹
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原料別に見るとあなごについては、あなご開き、煮あなごなど定番商品の受注

は減少しましたが、商品につきましては鮮度にこだわった加工に高い評価をいた

だいております。また、「煮あなご膳」の販売が本格的に行うことができたことと
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年度別売上推移状況

85,886
94,445

86,264

105,620
109,034

単位：千円
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原 料 別 売 上 推 移 状 況 （ あ な ご ） 単位：千円
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刺身用の商品の評判が上がったことは、今後の販売強化に希望が持てる結果とな

りました。 

令和２年度売上高３５，２２６千円に対して１６．８％減の２９，３１１千円

となりました。 

 
あじ商品につきましては、長崎県漁連帳合の生協などへの納品が主体でありま

すが、令和２年度に比べて売上が減少しております。 

令和２年度の１７，３４７千円に対し２１．６％減の１３，５９５千円の結果

となりました。 
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17,347 
13,595 

原 料 別 売 上 推 移 状 況 （ あ じ ） 単位：千円
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原 料 別 売 上 推 移 状 況 （ 剣 先 い か ） 単位：千円
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剣先いか商品につきましては、地元漁協との連携により、いか一本釣漁業者と

定置網漁業者からの原料の仕入れが順調にできたことで、従来の主力商品であっ

た一夜干しに加え刺身用の一本凍結で大幅に売上を伸ばすことができました。 

令和３年度の売上高は一本凍結の売上１４，６９２千円を含め３２，４３７千

円となり前年度より１５８．２％の増となっております。 

 

〇ふるさと納税 

 

 

ふるさと納税につきましては、新商品として煮あなご膳セット、煮あなご膳・

刺身セット、刺身セットやクエ鍋セットの少量化を図るなど消費者のニーズにあ

った商品を企画し、対馬市のサイトにて掲載されました。既にあら鍋セットにつ

いて高額商品は登録されてはおりますが、納税額１万円台と選定しやすく改良し

た結果、たくさんの受注をいただきリピーターも増加しております。 

また、するめいか一夜干しセットの評判が上がり、売上を伸ばすことができま

したが、他社の商品が充実してきたことで納税者が他の返礼品を選択するなど、

令和２年度まで人気のあった返礼品の受注が減少しました。 
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年 度 別 売 上 推 移（ふるさと納税） 単位：千円

-6-



〇とよたま物産店 

 

とよたま物産店につきましては、令和３年度にオンラインショップをリニュー

アルすることで、売上目標を７，０００千円とし、全体で２０，０００千円を目

標としておりましたが、閲覧者が増えず売上を上げることが出来ませんでした。 

地場産品につきましては、「とよたま物産店だより」やオンラインショップのサイ

トで情報発信を行い販売してきました。対馬産蜂蜜の生産量が減り、仕入が出来

ず売上に影響しておりますが、令和３年度の売上１２，９２０千円のうち他社商

品６，２０７千円を取り扱い販売してきました。 

主な地場産品としては、米、とんちゃん、椎茸、塩うに、海藻類などの農林水

産物を販売しており、令和２年度末より取り組んだ酒類も取り扱っております。 

 

 

【まとめ】 

 

令和３年度は、剣先いかの仕入・販売が順調であったことから売上を伸ばすこ

とができました。特に原料確保において、地元漁協との連携により計画的な仕入

れが可能となり、一夜干しに加え一本凍結の販売を順調に伸ばす結果となりまし

た。また、加工場運営におきましては生産ラインの見直しを行い、小あじ加工時

間の大幅な短縮により、生産コストの削減に努めました。 

販路開拓につきましては、令和２年度コロナ禍のため参加を自粛しておりまし

た商談会を令和３年度は参加し、長崎、福岡、大阪でＰＲし、新規取引に繋げる

ことができました。 

地場産品につきましても、島外百貨店での販売、商談会でのＰＲなどを行って

きました。今後は、対馬観光物産協会との連携を図りながら、島外物産展等の出

店を継続し、事業展開していくことが必要であると考えております。 
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